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体罰（暴力行為）の根絶に向けた取り組みについて（通知）
　このたび、岐阜県下において、サッカーの指導中において暴力行為により選手に傷害（骨折）を負わせ、逮捕されるという事件が起きました。大阪のバスケットボール部顧問による体罰に端を発し、柔道女子の問題など「スポーツと体罰」について連日にわたって報道されるなか、本県においてこのようなことが起こったことは誠に残念でなりません。
　体罰（暴力）は子どもに対する人権侵害として決して許されない行為であり、サッカー協会としても指導者講習会などにおいて指導の徹底を図って頂いてきたところです。
　今回の事件を重く受け止め、絶対にこのような事象が起きないよう、より一層体罰（暴力）根絶に向けた取り組みを進めなければならないと考えています。
ついては、各委員会におかれては、緊急に登録チームの関係者（監督、コーチ、選手、保護者等）に下記事項について徹底して頂き、種別内において指導体制の万全を期すよう願います。
記
　
すべての人が、いかなる場合も体罰は許されない行為であることを認識し、そのうえで次の点を徹底すること。
1． 指導者（監督・コーチ）
指導は、子どもたちのために行っていることを自覚し、常に子どもの健全な成長と将来を見据え、子どもを育てるという気持ちを持っているかを自問する。（｛自分が勝ちたい｝だけになっていないか。「愛のムチ」、「子どものため」、「指導の一貫」といった言い訳の元に体罰を行っていないか。）
保護者会を開き、指導や年間計画・部費等についての説明会を行うと同時に、定期的に保護者からの意見を聞く場を設ける。
2． 保護者
　指導の現場でそのような行為を見た場合、または子どもからそのような事実を聞いたら、すぐにチーム関係者や責任者に連絡をする。または、種別の委員長や県サッカー協会事務局へ連絡し相談をする。
　日頃から子どもとの会話を大切にし、チームの様子等を聞く機会をつくる。
3． 選手
　体罰を受けたり、体罰の現場を見たりした場合は、すぐに保護者に伝える。　　
4． サッカーファミリーとして、すべての人に
　常にフェアープレーとリスペクトの精神をもって行動すること。
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